
自治基本条例策定後の市貝町まちづくり参画実践プロジェクト

コミュニティデザイン学科 研究代表者中村祐司
研究協力者 神林泰暢､青木美緒、渡辺麻未、田中大地、昆布谷健介、村上泰貴、織笠英里、王志博、曹倩倩、鄭斯琦、王衛澤

平成３０年度 地域連携プロジェクト実施報告

本事業の概要と2018年12月7日に成立した「サシバの里いちかい基本条例」を知らせる市貝町のホームページ

第８回（2018年5月10日）、第９回（同年7月12日）第10回（同年8月7日）、第11回（同年11月6日）に開催した市貝町自治基本条例町民検討委員会の次第。 サシバの写真（市貝町提供）

地域懇談会（2018年9月13日、同19日、同20日）、平成30年市貝町議会定例会議事日程、傍聴の心得、2018年12月9日付下野新聞、傍聴に参加した学生

サシバの里いちかい基本条例推進ミーティングの開催（2019年1月28日）
場所：宇都宮大学陽東キャンパス11号館2階地域デザインスタジオ

宇都宮大学行政学研究室メンバー１０名、市貝町自治基本条例検討委員会委員・部会委員６名、市貝町企画振興課職員７名が参加。
（本会議の開催にあたっては、「大学施設を活用したローカルコモンズ空間創出プロジェクト―世代間の知見交流の場づくり―」として、宇都宮大学地域創生推進機構による支援も獲得）

自治基本条例成立を見据え、自治基本条例を作りっぱなしで終わらせ
るのではなく、その一つ一つの内容の実施局面に目を向けようとした。
市貝町は、学生をメンバーとして加えた形での自治基本条例推進会議の
立ち上げを予定しており、市貝町の自治基本条例策定後のまちづくりの
活動実践に参画することを通じて、大学と地域の連携活動の一層の推進
を図ろうとした。
市貝町議会への説明や町議会の要請で地域懇談会が開催された等によ

り、自治基本条例案の成立（2018年12月6日）が当初の予定よりも大幅に
遅れたものの、2019年4月施行に向けた年度内の本事業の実施が可能とな
った。そして、2019年1月28日には宇都宮大学陽東キャンパスにおいて
「サシバの里いちかい基本条例推進ミーティング」が実施された。
それ以前の町議会との調整のプロセスにおいて、第5回から第11回の市

貝町自治基本条例町民検討委員会（各々、2018年5月10日、同年7月12日
、8月7日、11月6日に開催）、3回に及んだ地域座談会（2018年9月13日、
同19日、同20日）が開催された。また、自治基本条例成立日には、研究
協力者2名が議会を傍聴し貴重な経験を得た。
上記委員会等のすべてに申請代表者は参画し、研究協力者も議会傍聴

や上記ミーティングにおける助言提供という形で本プロジェクトに関わ
った。市貝町では2019年度に学生を巻き込んだ形での自治基本条例推進
会議の複数開催を予定している。


